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A 136　史硝酸･iオンr- よ心食肉の発色^残^糞　I. NOT I- よる食肉申ミオrロビン

　　　　　Ｍ

　　　　　よ一超放t八　o 立屋教､１ヽJiる

　目的　a励酸イオンとNio;）による食内の発色戦構を明確に4 る乱

alotinCMb）と（7i反れ性乙主として分光営的に秩討した。

　方体、ダX ^ X ，､バヤ)c。I/?,、馬2 I-切■)取った牝牛（H,lsteln絶、７才）t^骨盤箭則月々（

屑殺僕4 日）を、一疋-t のno;苓漱（凛友既知）に晨痕し八( 0./t M ･に酸陳所蔵）。肉

片申・Mい酸化を分光f!￥ に碓認浹、浸浅液'>^ら取') ixしか肉片をラ、ツアしてMtc^還元急

性-tしらべ十（放置落震^ 6 い。内片中の冷凍渡ぼPynd'.nz hew,ゐ。。。押っ却' S. ')夏着し、

平均oヽZ几M (pel-heme ）であづ≒

　降果　1. ［No;］依存性：no; と肉片中(71反だ性ぺnoごﾕ／[吼J のモル比を|大榜卜勧四-tt.

る（゜.o）z転りバ、0ヽ糾、z.'i-, z.＼.O)しと(＼i 。てど' の様に女化t 心わをしらべ寸iり川7.∂,

ド（ I 斤の路平､､・=£ル比おヽI を怒大りいと内片中の鴎μ完をに酸化びれず丿最鴎的(-, |1 ni'-

-Us/I黙ojIo臨（M川O）ヵ゛生双ぐおりいこと, ・Mい酸化恚戻(-. 几ぺ｀て愚元速報*ヽヽ極めて小ｊい

こi^,・Mい還元過ilて■ rno:／fMb] 9)モル比"'ヽ1以上・場合トに筋周の妬心呼が｀必ら了現われ

ろ（綬べ< 心風51 心塩れ初いているも・と誘え4 れい　ことバ｀明らめとダハハ。2._平比敷

痙 'It: I既び叫匹モふ比＼ Zれしp叫吏えて（戸s-. 7バI)Mい酸化｛元反応ヽり齢すしT> . 戸

埓にft II 4 Mﾚの酸化速｡度（Ti≒/ぷ,^.) If f>H7./のそれ(--比べ｀て珪/'Mに大? < ,一方、還元追及

勺吋は方″回収yト比べヽでA 卜万ヽつ:r-. 大底覆俸在住:: [匹]/叫､]）モル比に吋しT ぶ

t とz八てヽ’比較､旗討しf＼.え八・締合四丿新内,奇性が政遺影, 及P:り追助丿ベフわ､ヽつ

に　　x立λ戴、ヽ為転今泉和オ；S 不孝老､化ず泰峯i四大冷ヽ集漸専丿§■簒p. if-万</リ幻

A 137　　ブルーベリー色素・宦定危及ｙ･i の青色系了こノトシフニ･Jの同定
　　　　実践女大家.筑　O岡画幸子　浦野免子

　目的　水C3

ioLin.系，cyaa忠n 系, del pKin.i Aia 系て゛あろと報告やれていろ．i 瓦.kazaetsova り3 .ブ

ルーベ'J ーJ-"ュースの加熱，: おいて砂瀬添加が色素安定雁べ良い如晨をもたらt VI報告し

ていろ．そこで｀，アJしーべり-色気の安定杜に及ぼ1 pH, 食亀砂瀦ク,影響直娩討レ．更

に,ず)L ーベり一中の青色弄,了ントシ7 ユし．同足t れつ几．

　方法　試料μ，冷東ブルーベヽ] －y.し, 色素t 0.1/.虐政・メ9 ) -ルで-tffi 出し瓦．安定

危でa ， 嵐衝麦(pH3.o, pH 5.0, pH8.0 ), 食進，砂禰洛爽各lOmlに　色卑,柚出麦lirJi^添加

し. 70 ･c 及V! ･M藻r^放置亀分光分新t行っTz.青色系了ントシ7ニン～司定＼3、ｉず，

l.L.C ･こi り色東の分画・嫡裂し7こ農T.L.し, 分光分新, 部分的蔽加載分解uヽt"当方ま

でfr，た．

　効粟　ブルーベ')一老東ク安定雌ほ，旅蔽差(?) 場合ボ，?．･C及びヽt藁筑置芙に最も安定

であ，こ. 室j墨装I におけろ肴塩，砂漸落液^i . 90 reμ上の残存卑忿示し. 叢夏めﾆ噌加と

といこ宦定>m ぶ鳥くh ．re. 7o･tiki. ・場合M　ノ齢塩，砂馳略麦ｔも弛% μ上^残存率ｔ

ネレ　良石/; を定亜t 示しに．このt 刊　濃麦ク,羞タ,影響li あJ 'J見ら託ず，食遂奪凌の

方が，勇々安定漱ボ,S, nヽ, rこ. 肴色系了ントし了ニンとして13 . clelpKlaldLin.-3-mo『lyCoside，

petanf(tirx"3-m°ru)gl〉/cosidleが同定さii に　4 に　赤ヽ貳色元ヽとしX ＼i.　主成介がmdlv山（ト皿)noga-

lactoside で'hつft.


